
　　　　　このコーナーでは満4歳までの
　　お子さんを大募集しています。
おところ・おなまえ・☎番号・お子さんの
生年月日を記入のうえ、30字程度のコメン
トを写真に添えて『広報たこ』までお寄せく
ださい。
◆宛先：〒289-2292　多古町役場

　　　　広報　　  行

♠12月生まれの締切りは11月1日（木）です
♥１月生まれの締切りは12月3日（月）です

10

松澤　優
ゆうだい

大ちゃん

H17年10
月24日生

まれ

〔居射〕

「僕、保育
所でお友達

と遊ぶの

が、大好き
なんだ !!」

「遠足でゆめ牧場に行って、タイヤ遊
びをしたよ。お洋服の模様が上手に
描けたんだ」

平野　杏
あん

奈
な

さん
常磐小1年

『ゆめ牧場で遊んだよ』

「本が好きなぼくの夢は作家になること。
真ん中で小説を書いている自分の顔がよ
く描けたと思います」

平野　遼
りょうま

馬さん
常磐小3年

『ぼくの夢は作家』

「涙を流しているハートは悩んでいる人の心を表
現しています。自分一人で悩まないで、話をし
ようというメッセージを込めました」

石井　翼
つばさ

さん
常磐小5年

『なやみを心にしまわないで』

「修学旅行で印象に残っている大涌谷。みんな硫黄
の匂いに鼻をつまんでいました。岩のゴツゴツ感
や混雑している様子を表現するのが大変でした」

小川　将
まさのり

紀さん
常磐小6年

『大涌谷に行ったよ』

並木　柚
ゆ

凛
りん

ちゃんH17年10月25日生まれ〔白貝〕
「外で遊ぶの大好き♥駆けっこも得意なんだ !」

ecoエ コ

環境かるたるた
環境問題について、みんなで考えるコーナーです。

『
多
古
の
ご
み
は

　
　

コ
ミ
プ
ラ

1.6
杯
分
!!
』

『
地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
マ
ー
ク
』

『
つ
な
ご
う
み
ん
な
で
！

　
　

エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

環境を守る商品として認められた物には  
　エコマーク”がついています。買い物す
るとき、探してみましょう。

1年間に日本で出るごみは
約5,210万トンで、東京
ドーム約140個分。多古町
では2,915トン。コミュニ
ティプラザの2階くらいま
での量です。

使わなくなったものを、すぐにゴミとして
出さずに、人に譲ったり、交換したり、フ
リーマーケットに出したりと、エコネット
ワークを広げましょう。

“

コミュニティプラザ

つ
ち

た

篠塚　真
ま

鈴
りん

ちゃん

H18年10月17日生まれ

〔二本松〕

「10ヵ月で歩いたよ！」

髙良　咲
さき

ちゃん

H18年10
月18日生ま

れ

〔切通〕

「髪の毛が
なかなか伸

びないので
ワカメを食

べてがんば
ってます♥

」
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浦　

髙
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啓
枝

早さ
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越
川　

節
子
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